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学校 HP 

【千歳市立東千歳中学校 学校教育目標】 

○確かな学力（知）  ○豊かな心（情）  ○責任ある行動（徳）  ○たくましい心身（体） 

【令和５年度 重点教育目標】 

自ら学び 表現力を磨き 認め高め合う 生徒の育成 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 赤井 輝人 
 

 
 令和５年度がスタートしてひと月がすぎました。一年生は「中学生になった」という自覚と
「これを機会に変わろう、新しいことに挑戦しよう」という意欲が強く感じられます。二年生
は上級生になって「後輩ができた」といううれしさや「先輩として見本にならなければ」という
自覚が、三年生は「最上級生として学校生活のあらゆる活動でリーダーにならなければならな
い」という自覚と責任を強く感じているようです。学校全体が意欲と活気にみなぎり、楽しい
笑い声と明るい挨拶が飛びかい「いい感じで学習や生徒会活動、学級活動、部活動をスタート
できた」と思います。 
 
 生徒も教職員も、新年度のスタートは期待と不安が入り交じりますが、このひと月の活動の
様子を見ると不安はだんだん小さくなり、もっと前に進んで行こうという期待が大きくなって
いるように感じます。生徒が飛躍しようとするその時、学校はタイミングよく成長を支援して
いきたいと思います。このまたとない好機を表す「啐啄同機」という言葉があります。「啐」は、
卵がふ化するときに、ヒナが卵の殻を自分のくちばしで破って出ようとつつくこと。「啄」は、
卵の変化に気づいた親鳥が外からその殻をくちばしでついばんでこれを助けること。このこと
から、教育の神髄である「機を見て両者が相応ずる」例えにされています。親鳥やヒナ鳥は互い
に言葉やしぐさで通じているわけではないのに、ヒナ鳥が「そろそろ出たい、出られる」と思っ
て行動した時、親鳥が「そろそろ出たいだろう、出られるだろう」と同時に感じる。しかも丸い
卵の同じ場所をつつき、ついばむ。実に絶妙のタイミングと言えます。 
 
 教職員の生徒への教育もこうありたいと思います。ヒナがふ化するまでその胸の中にじっと
抱きかかえあたため続けるように、生徒のやる気や意欲を引き出すまで根気強く醸成する。知
りたい・学びたい・挑戦したいという意欲を持った時、タイミングよく知識や技能や環境を整
え与える。そのためには生徒の個性に応じた多様な知識・技能・環境を準備しておく必要があ
ります。だからといって、じっと待っているということではありません。殻の内側からつつか
せるような準備や刺激を与えることも必要だと考えています。 
 
私たち大人は、日々の生活の中で子どもたちが殻をつつくどんな小さな音であっても聞き逃
さないようにしたいものです。進級の時期は子どもたちにとって新たな出会いがあり、飛躍す
る絶好の機会となります。子どもたちが発する小さな音やわずかな振動はどのように伝わって
くるのでしょうか。学校、家庭、地域総がかりで機を逃すことなく、新しい時代に生きる子ども
たちに必要な資質・能力を確実に育成したいと思います。 

「啐（そつ）」「啄（たく）」機を同じくする 



 

ご参加ありがとうございました ～参観日・学校説明会・PTA総会～ 

 4月 14日(金)に第 1回参観日・学校説明会・PTA総会を 
行いました。参観授業では保護者の皆様が「参観」というよ 
りも「参加」して、生徒と一緒に学習していました。お忙し 
い中の出席、ありがとうございました。 
 ＰＴＡ総会では前会長の廣瀬さんより「東千歳中学校で学ぶ 
ことができて幸せでした」とありがたいお言葉をいただきまし 
た。また、新役員には会長・竹嶋正樹さん、副会長・明石匡史 
さん、会計・長島淳さん、監査・浅野弘一さんが選出されまし 
た。1年間よろしくお願いいたします。 
 

生徒会活動始動！よりよい東千歳中づくりを！ ～学級役員認証式～ 

 今年度も生徒会活動が本格的に始動しました。役員呼名での「ハイ！」という大きな声の返事に
は「しっかりやります！任せてください！」という前向きな気持ちが込められていました。よりよ
い学校づくりのために、これからよろしくお願いします！ 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

全校生徒で学び合い ～音楽・体育の授業はじまる～ 

 今年度も音楽・山本先生、体育・小出先生にお世話になります。 
 本校では音楽・体育・美術・道徳の時間・総合的な学習の時間を全校生徒で行います。先輩達が
経験を生かし、模範を示してくれたり、別の視点を与えてくれたりして学び合うことで、理解が深
まります。みんなで「わかる」「できる」をたくさん共有しましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

記述式もオンラインも実施！～全国学力･学習状況調査 無事終了～ 

 4月 18日(火)・20日（木）
に今年度の全国学力･学習状況
調査が実施されました。今回、
英語「話すこと」テストはオン
ラインで実施しました。 
 結果は後日届きます。苦手分
野の克服や家庭学習の工夫な
どに役立てましょう。 



☆今年度も学校だよりや学校ホームページ 

（ＨＰ）で、日々の生徒たちの様子や教育 

活動に関するおたよりなどをお知らせし 

ていきます。 

☆ＨＰの『生活の様子（ブログ）』は、可能な 

限り更新していきますので、ぜひご覧くだ 

さい。   ＨＰへアクセスできます！⇒ 

 

本は「経験」 ～ブッくん来校～ 

 4 月 12 日(水)に市立図書館が運営する移動
図書館「ブッくん」が来校、今年度は 13時 05
分に来校予定となり、昼休みの間利用できるこ
ととなりました。心待ちにしていた生徒、校長
先生などが早速利用しました。 
 『その人がどんな人物なのかは、本棚を見れ
ばわかる』と言われるように、読んだ本は自分
にとって大きな「経験」です。まずは興味のあ
る内容の本を手に取ってみましょう。 

 

 

 

 

 

ネットを正しく利用 ～人権教室～ 

 地域の人権委員を講師にお招きし「人権教室」
が行われました。インターネットによる人権侵
害例の紹介や加害者にならないために必要な
ことなどを全校生徒が学びました。授業後の感
想には「ネットでの怖いところを知ることがで
きた。加害者にも被害者にもならないように気
をつけていきたい」とありました。 
インターネットは正しく使えばとても便利
な道具。その使い方を今一度見直す機会になり
ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「変化」は「チャンス」 

新年度は入学や新しい先生との出会い
などにより、環境が変わる時期です。慣
れていない環境に身を置くと、心身とも
に疲れが出やすくなります。でも、環境
の変化は成長するための大切な要素でも
あります。これまでとは違う状況を体験
することは何かしらの気付きがあるから
です。 

 
テレビやラジオで活躍した永六輔さん

が生前こんな話を紹介していました。 
 
淀川長治さん（映画評論家）のお見舞

いに病院に行ったときのこと。病室の前
に、「このドアを開ける人は、笑って開け
てください」との貼り紙がありました。
看護師さんに向けてのものでした。淀川
さんは「看護師さんはとても忙しいの
で、顔つきが険しい。仕方のないことだ
けれども、患者の方まで気が沈んでしま
うもの…。もしかしたら自分の病状が悪
くてこんな顔をしているのかもと勘ぐっ
てしまう。だから、いつも笑顔で部屋に
入ってきてほしくてあの紙を貼ったんだ
よ」と教えてくれました。 
その貼り紙をしてから看護師たちに変

化があったのです。淀川さんの部屋以外
でもよく笑うようになったのです。 
患者の立場を経験して、そこでの気付

きをうまく生かして周りの雰囲気までも
変えた淀川さん。はじめは「無理してで
も笑って部屋に入る」ことをはじめた看
護師さんたちですが、これまでとは違う
状況を経験することで自分はもちろん周
りの人も、そして環境そのものまでも良
い方向に変化させていきました。 

 
環境の変化は自分を・周りを成長させ

るための大切な要素で欠かせないものな
のです。「ピンチはチャンス」とよくいわ
れますが、ピンチや変化を「苦しい」と
捉えるよりも「成長できる絶好のチャン
ス！」と前向きに受け止め、行動に移す
ことで、大きくプラスにはたらいていき
ます。 

 
5月もいろいろな場所でいろいろな時

に変化が訪れます。そのひとつひとつを
チャンスに変えて、自分自身も周りも成
長していきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


